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広
　
　
報

千早赤阪村長選挙で無投票で初当選した松本昌親（まつもと
まさちか）村長（64歳）が、７月16日、役場玄関前に待ち受け
た村議会議員や職員らの拍手で迎えられ、初登庁しました。
松本村長は、その後、幹部職員を集め、「合併、財政問題な

ど様々な課題が山積しており、全力で取り組みたい。役場は、
村内最大の事業所でありサービス業。村民に笑顔を絶やさず
接してほしい」と語りました。

みんなで
楽しく国際交流！

７月16日
松本村長
初登庁



村
長
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ

７
月
16
日
に
大
向
村
長
の
後
を
継

い
で
千
早
赤
阪
村
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
事
務
引
継
ぎ
を
受
け
、
あ
ふ
れ

る
意
欲
と
同
時
に
責
任
の
重
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
「
元
気
の
あ
る
村
づ
く

り
」、「
村
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

約
束
さ
れ
た
市
町
村
合
併
」、「
住

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
財
政
再
建
に

取
り
組
む
」
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
長
年
、
中
小
企
業
の
経
営
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
今
の
経

済
情
勢
や
村
を
取
り
巻
く
状
況
か
ら

村
に
元
気
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
元
気
の
あ
る
村
づ
く
り
」
は
、

地
域
の
経
済
を
高
め
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
国
道
３
０
９

号
や
広
域
農
道
が
整
備
さ
れ
便
利
に

な
り
、
河
内
長
野
や
富
田
林
に
出
る

の
が
早
く
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で

買
い
物
は
町
で
安
く
済
ま
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ガ
ソ
リ

ン
と
時
間
は
た
だ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
元
気
の
あ
る
村
づ
く
り
」
に

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
も
で
き
る
だ
け

村
内
で
消
費
活
動
を
行
な
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
の

お
支
払
い
に
な
っ
た
金
額
の
約
５
倍

が
経
済
効
果
と
な
っ
て
村
の
経
済
を

大
き
く
し
ま
す
。

「
市
町
村
合
併
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
の
３
月
の
協
議
会
で
富
田
林

市
か
ら
対
等
方
式
か
ら
編
入
方
式
へ

の
申
し
入
れ
が
さ
れ
た
ま
ま
の
状
況

で
あ
り
ま
す
。
合
併
は
住
民
生
活
に

密
着
し
た
問
題
で
す
の
で
、
村
の
発

展
と
住
民
福
祉
が
約
束
さ
れ
た
も
の

で
な
い
と
だ
め
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
今
後
の
動
向
を
踏
ま

え
て
、
一
定
の
結
論
を
見
い
だ
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
財
政
再
建
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
４
月
か
ら
職
員
を
含
め
た
人
件

費
の
抑
制
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
部
分
に

つ
い
て
の
負
担
も
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
私
は
こ
の
健
全
化
方
策
に
つ

い
て
、
一
定
の
評
価
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
歳
出
の
削
減
だ
け
で
は
な
く

歳
入
の
増
加
を
図
る
こ
と
も
必
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

歳
入
の
約
３
割
を
占
め
る
地
方
交

付
税
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
な
ど

で
削
減
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
予
想

を
超
え
る
削
減
状
況
の
よ
う
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
財
政
再

建
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
も
情
報
の
提
供
を
進
め
な
が
ら

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

本
村
に
限
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政

に
お
い
て
課
題
は
山
積
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
が
、
各
部
署
の
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
（
状
況
説
明
）
を
受
け
、

職
員
と
と
も
に
テ
ー
マ
の
実
現
に
向

か
っ
て
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

大
向
前
村
長

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

去
る
７
月
15
日
を
も
っ
て
３
期
目

の
任
期
満
了
に
よ
り
千
早
赤
阪
村
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
議
会
に
行
い
ま
し
た
退

任
表
明
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の

方
々
か
ら
励
ま
し
や
あ
た
た
か
い
言

葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
は
前
村
長
か
ら
の
継

続
事
業
も
含
め
、
３
期
が
一
つ
の
区

切
り
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
「
10
年
」
を
目
標
と
し
て
、
自
分

の
施
策
を
少
し
で
も
村
政
に
反
映
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
ご
ざ

い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
住
民
の

方
々
か
ら
多
く
の
ご
支
援
、
ご
理
解

を
得
て
、
今
日
ま
で
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
33
年
に
村
に
お
世
話
に
な
っ

て
以
来
、
４
代
の
村
長
に
仕
え
46
年

と
い
う
長
い
年
月
を
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
地
で
働
か
せ
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
幸
せ
で
あ
っ
た
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

特
に
村
長
就
任
後
の
行
政
運
営
に

つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
諸
先
輩
、

議
会
議
員
を
は
じ
め
、
行
政
委
員
、

各
種
団
体
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
ご
指
導
、
そ
し
て
裏
方
に
徹

し
て
い
た
だ
い
た
職
員
全
て
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
、
そ
の
間
、
村
政
に

お
い
て
一
定
の
前
進
を
見
ま
し
た
こ

と
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。退

き
ま
し
た
上
は
、
晴
耕
雨
読
を

余
生
の
糧
と
し
、
一
村
民
の
立
場
か

ら
村
政
を
見
つ
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
地
方
自
治
は
、
非
常
に
厳
し

い
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
時
こ
そ
、
行
政
、
住
民
一

致
協
力
し
て
、
新
た
な
村
づ
く
り
に

進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
限
り
な
い
村
の
発

展
と
村
民
各
位
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸

を
お
祈
り
し
、
併
せ
て
変
わ
ら
ぬ
ご

交
誼
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
お

礼
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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松
本
村
政
が
ス
タ
ー
ト

松
本
村
政
が
ス
タ
ー
ト



農
村
公
園
が
完
成
し
ま
し
た

3

アンテナ支線の補強

看板の補強

板塀の強化

外回りや道具や箱類の取り込み、資材や長尺物の安全

雨戸や窓の補強

物干しざおが飛ばさ
れないようにする

鉢、プランターなど
ベランダの小物を取
り込む

▼
非
常
持
ち
出
し
品
を

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

□
食
料
・
飲
料
水
（
３
日
分
程
度
）

□
懐
中
電
灯
・
小
型
ラ
ジ
オ

□
貴
重
品
類

□
応
急
救
護
衣
料
品

□
ラ
イ
タ
ー
、
卓
上
コ
ン
ロ
、
固

形
燃
料

□
缶
切
り
、
ナ
イ
フ

□
衣
類
、
下
着
、
毛
布
、
洗
面
用

具
な
ど

▼
避
難
場
所
は
こ
ち
ら

○
赤
阪
小
学
校
体
育
館

○
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

○
森
屋
公
民
館

○
森
屋
南
老
人
憩
い
の
家

○
保
健
セ
ン
タ
ー

○
水
分
老
人
憩
い
の
家

○
北
水
分
老
人
憩
い
の
家

○
く
す
の
き
ホ
ー
ル

○
川
野
辺
老
人
憩
い
の
家

○
桐
山
老
人
憩
い
の
家

○
二
河
原
辺
集
会
所

○
千
早
小
学
校
体
育
館

○
吉
年
老
人
憩
い
の
家

○
小
吹
老
人
憩
い
の
家

○
中
津
原
老
人
憩
い
の
家

○
下
東
阪
老
人
憩
い
の
家

○
上
東
阪
老
人
憩
い
の
家

○
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

○
多
聞
小
学
校
体
育
館

○
千
早
老
人
憩
い
の
家

○
小
吹
台
小
学
校
体
育
館

○
小
吹
台
老
人
憩
い
の
家

台
風
は
、
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
多
く
発
生
し
ま

す
が
、
日
本
に
上
陸
し
や
す
く
な
る
の
は
８
月
末
か
ら

９
月
に
か
け
て
。
台
風
に
よ
る
雨
や
風
は
、
進
路
に
よ

っ
て
は
想
像
以
上
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
十
分
な
対
策
を
！

〜
台
風
対
策
〜

い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
て

村
が
実
施
し
て
い
た
農
地
環
境

整
備
事
業
（
棚
田
・
ふ
る
さ
と
保

全
対
策
事
業
）
の
農
村
公
園
施
設

整
備
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
中
学
校
西
側
に

あ
る
下
赤
阪
城
跡
周
辺
の
高
台
を

活
用
し
農
家
の
人
や
棚
田
・
史
跡

探
訪
に
来
ら
れ
た
人
た
ち
の
休
憩
、

交
流
な
ど
を
目
的
に
整
備
し
ま
し

た
。公

園
内
に
は
、
テ
ー
ブ
ル
・
ベ

ン
チ
な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
利
用
く
だ
さ
い
。

日
本
の
棚
田
百
選
に
選
ば
れ
て

い
る
『
下
赤
阪
の
棚
田
』
を
眺
望

で
き
ま
す
。

公
園
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

１．

樹
木
や
花
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。

２．

公
園
を
き
れ
い
に
楽
し
く
利
用

す
る
た
め
、
犬
の
糞
は
飼
い
主

で
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

３．

危
険
な
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
ボ
ー
ル
遊
び
・
ゴ
ル
フ
の
練

習
な
ど
）

４．

ご
み
は
各
自
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。

５．

焚
き
火
・
花
火
・
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
な
ど
、
火
の
使
用
を
し
な
い

こ
と
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
産
業
建
設
課

農
村
公
園
が
完
成
し
ま
し
た



７
月
４
日
、
太
子
町
立
体
育
館
で

第
58
回
大
阪
府
総
合
体
育
大
会
・
南

河
内
地
区
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
（
一
般
男
子
の
部
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
に
は
３
市
町
村
（
河
内
長
野

市
・
太
子
町
・
千
早
赤
阪
村
）
が
参

加
し
、
村
（
男
子
チ
ー
ム
）
が
準
優

勝
し
ま
し
た
。

準
優
勝
し
た
千
早
赤
阪
村
は
、
優

勝
の
太
子
町
と
と
も
に
、
８
月
29
日

に
茨
木
市
立
市
民
体
育
館
で
開
催
さ

れ
る
中
央
大
会
に
南
河
内
地
区
の
代

表
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

防
火
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
知
識

や
過
去
の
災
害
実
例
を
教
訓
と
し
た

安
全
対
策
な
ど
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

月
日
　
８
月
26
日（
木
）

27
日（
金
）

場
所
　
富
田
林
市
消
防
本
部

受
付
　
８
月
２
日
〜
13
日

（
土
・
日
曜
を
除
く
）

費
用
　
３
、
０
０
０
円

定
員
　
１
０
０
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
市
消
防
本
部

1
@5
７
４
０
０

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
で
は
、
平

成
17
年
度
を
目
標
年
度
と
し
て
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
12
年
度
（
基

準
年
度
）
よ
り
11
・
５
％
増
以
下
に

目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
15
年
度

は
、
３
・
９
％
増
で
、
二
酸
化
炭
素

に
換
算
し
て
３
万
６
千
８
３
７
ト
ン

で
し
た
。

こ
の
内
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
焼

却
に
よ
る
も
の
が
約
80
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、

今
後
と
も
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

南
河
内
清
掃
施
設
組
合

1
#3
６
５
８
６

大
阪
労
働
局
で
は
、
通
話
料
無
料

の「
労
働
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

で
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

０
１
２
０
―
９
３
９
―
０
０
９

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

※
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
移
動
体

電
話
や
大
阪
府
外
か
ら
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

羽
曳
野
労
働
基
準
監
督
署
　

1
０
７
２
９
%6
７
１
５
６

（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団
で
は
、
労

働
者
や
就
業
希
望
す
る
人
に
、
育

児
・
介
護
・
家
事
な
ど
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
地
域
の
具
体
的
な
情

報
を
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

提
供
し
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

http://w
w
w
.2
0
2
0 net.jp

電
話

06
（
６
９
４
６
）
２
０
２
０

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団
大
阪
事
務
所

1
06（
６
２
６
２
）
２
１
５
１

南
河
内
地
域
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
元
商
店
街
の
活
性
化
に
取

り
組
ま
れ
た
天
神
橋
三
丁
目
商
店
街

振
興
組
合
の
土
居
年
樹
理
事
長
を
招

き
、「
街
は
誰
の
も
の
〜
街
商
人
が

社
会
を
支
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
意
見
交
換
会
も
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
奮
っ
て
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
19
日（
木
）

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所
　
富
田
林
商
工
会
館
２
階
会
議

室
（
富
田
林
市
粟
ケ
池
町
２

９
６
９
―
５
）

定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
南
河
内
地
域
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
　
1
@3
５
７
３
０

赤
十
字
募
金

医
療
、
福
祉
事
業
な
ど
の
た
め

の
赤
十
字
募
金
に
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
募
金
総
額
は

８
８
７
、
７
５
５
円
で
し
た
。

献
　
血

愛
の
献
血
（
７
月
12
日
実
施
）
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

受
付
数

44
人

次
回
は
11
月
15
日
の
予
定
で
す
。

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
建
石
悠
紀
子
（
森
屋
３
９
４
）

金
１
０
０
、
０
０
０
円

亡
母
晴
子
の
供
養
と
し
て

◎
あ
じ
さ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
同

金
３
０
、
０
０
０
円

福
祉
活
動
と
し
て

◎
仲
谷
正
輝
（
千
早
１
４
６
）

金
１
０
０
、
０
０
０
円

亡
母
榮
の
供
養
と
し
て

◎
大
重
行
雄
（
小
吹
68
―
７
３
７
）

プ
リ
ン
タ
ー
１
台

い
き
い
き
サ
ロ
ン（
や
ま
ゆ
り
）へ

◎
堀
井
章
子
（
吉
年
２
２
９
―
１
）

プ
リ
ン
タ
ー
１
台

い
き
い
き
サ
ロ
ン（
く
す
の
き
）へ

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
マ
イ
ホ
ー

ム
新
築
資
金
な
ど
融
資
を
受
け
た
人

で
、
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
返

済
が
困
難
に
な
っ
た
人
に
つ
い
て
、

返
済
方
法
の
変
更
な
ど
の
返
済
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

返
済
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
30
分

水
・
土
曜
日
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
宅
金
融
公
庫
大

阪
支
店
返
済
相
談
室
　
1
06
（
６

２
８
１
）
９
２
８
４

4

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

中
央
大
会
へ
出
場

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・

テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
開
催

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

住
宅
金
融
公
庫
融
資
を

利
用
の
皆
さ
ん
へ

労
働
な
ん
で
も

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
開
催

小
売
商
業
活
性
化

セ
ミ
ナ
ー
開
催

防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会

南
河
内
清
掃
施
設
組
合

の
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画

（
15
年
度
報
告
）
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議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り�

第
69
号�

－ 編集 －�

議 会 広 報�
編集委員会�

平成16年６月の千早赤阪村議会定例会（第２回）は６月８日に開会し、専決処分、条
例改正、補正予算など計14議案をそれぞれ可決・承認し、17日の一般質問をもって閉
会しました。

村
税
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
地

方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
個
人
市

町
村
民
税
均
等
割
の
人
口
段
階
別
税

率
区
分
が
廃
止
さ
れ
、
全
国
一
律
に

３
０
０
０
円
（
改
正
前
村
均
等
割
２

０
０
０
円
）
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
税
負
担
の
公
平
の
観
点
か

ら
、
共
働
き
の
妻
に
対
す
る
均
等
割

の
新
た
な
課
税
（
平
成
17
年
度
課
税

分
か
ら
）
や
、
所
得
か
ら
控
除
さ
れ

る
老
年
者
控
除
の
廃
止
（
平
成
18
年

度
課
税
分
か
ら
）
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
15
年
度
の
歳
入
・
歳
出
額
確

定
に
よ
り
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の

補
正
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
３
月
31
日

付
け
で
専
決
処
分
し
た
内
容
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

議
員
の
辞
職
に
よ
り
、
欠
員
と
な

っ
て
い
た
役
員
等
が
決
ま
り
ま
し
た
。

○
金
剛
山
関
連
事
業
活
性
化

調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
山
形
研
介

○
南
河
内
清
掃
施
設
組
合

議
会
議
員
　
　
貝
長
　
徹

○
村
都
市
計
画
審
議
会

委
員
　
　
　
　
山
形
研
介

〇
専
決
処
分
（
千
早
赤
阪
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
専
決
処
分
（
千
早
赤
阪
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
専
決
処
分
〔
平
成
15
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
最

終
）〕
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
専
決
処
分
〔
平
成
15
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
最
終
）〕
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
専
決
処
分
〔
平
成
15
年
度
千
早
赤
阪
村
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
（
最
終
）〕
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
専
決
処
分
〔
平
成
15
年
度
千
早
赤
阪
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
最
終
）〕
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
専
決
処
分
〔
平
成
15
年
度
千
早
赤
阪
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
最
終
）〕
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
専
決
処
分
〔
平
成
16
年
度
千
早
赤
阪
村
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
回
）〕
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
専
決
処
分
〔
平
成
16
年
度
千
早
赤
阪
村
金
剛
山
観
光
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
回
）〕
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
平
成
16
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
に
つ

い
て

〇
平
成
16
年
度
千
早
赤
阪
村
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

回
）
に
つ
い
て

〇
平
成
16
年
度
千
早
赤
阪
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
回
）
に
つ
い
て

○
村
道
路
線
認
定
に
つ
い
て

原
案
承
認
（
多
数
）

原
案
承
認
（
全
員
）

原
案
承
認
（
全
員
）

原
案
承
認
（
全
員
）

原
案
承
認
（
全
員
）

原
案
承
認
（
全
員
）

原
案
承
認
（
全
員
）

原
案
承
認
（
全
員
）

原
案
承
認
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

６
月
定
例
会
議
決
結
果
一
覧

案
　
　
　
　
件

議
決
結
果

条
例
改
正

補
正
予
算

専
決
処
分

議
会
役
員
改
選

６月定例会のあらまし

議員補欠選挙

議員の辞職に伴い５月19日
から欠員となっていた補欠選
挙が行われ、次の方が当選さ
れました。

住所　大字小吹68－235

氏名　橋爪 喜久次 議員

議会を傍聴
してみませんか
次の定例会は９月です。
詳しい日程などは議会事務局
までお問い合わせください。

172－0081（内線511）
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６
月
定
例
議
会
で
、
ご
自
身
よ

り
、
本
年
７
月
の
任
期
満
了
を
以
っ

て
退
任
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
前
村
長
の
後
を
継
が
れ
、
そ

の
継
続
事
業
と
共
に
大
向
村
政
独
自

の
施
策
も
併
せ
、
村
づ
く
り
に
全
力

投
球
を
さ
れ
ま
し
た
。

新
政
会
を
代
表
し
て
、
村
長
の
３

期
12
年
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

平
成
４
年
７
月
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
一
般
職
の
時
代
も
含
め

私
の
一
生
の
仕
事
の
場
と
し
て
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
諸
先
輩

を
は
じ
め
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
賜
物
と
心
か
ら
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

１
期
目
の
４
年
間
は
都
市
計
画
の

導
入
や
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
、
さ
ら
に
継
続
事
業
の
く
す
の
き

ホ
ー
ル
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

２
・
３
期
の
８
年
間
に
つ
い
て

は
、
つ
く
っ
た
基
盤
の
上
に
素
晴
ら

し
い
実
を
つ
け
、
花
を
咲
か
せ
る
土

台
を
確
立
さ
せ
、
完
成
し
た
「
保
健

セ
ン
タ
ー
」
を
核
と
し
、
保
健
・
福

祉
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

財
政
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
の
任

期
中
は
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

特
に
小
学
校
統
廃
合
を
進
展
さ
せ
え

な
か
っ
た
の
が
非
常
に
心
の
こ
り
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
市
町
村
合
併
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
村
の
将
来
を
考
え
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
世
保
市
の
小
学
校
で
起
こ
っ

た
事
件
は
全
国
に
衝
撃
を
与
え
た
。

事
件
の
背
景
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に

な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
残
虐
な

ド
ラ
マ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
事

件
を
う
け
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

き
た
か
。
村
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

教
育
を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
ど
う

対
応
す
る
の
か
。
人
と
人
、
自
然
と

か
か
わ
る
教
育
が
大
切
で
は
な
い

か
。

学
校
生
活
の
様
子
を
十
分
把
握

し
、
児
童
生
徒
の
不
安
に
対
し
配
慮

す
る
よ
う
指
示
し
た
。
生
命
を
尊
重

す
る
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
育

て
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
把
握

す
る
に
は
、
少
人
数
学
級
が
欠
か
せ

な
い
。

水
越
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
以

降
、
国
道
３
０
９
号
の
通
行
が
急
増

し
て
い
る
。
富
田
林
バ
イ
パ
ス
開
通

後
、
森
屋
・
水
分
域
の
通
行
は
増
加

し
、住
民
生
活
に
影
響
が
出
て
い
る
。

３
０
９
号
完
成
後
は
、
水
分
音
滝

橋
か
ら
東
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
増

加
す
る
見
込
み
だ
。信
号
機
も
な
く
、

ス
ピ
ー
ド
も
増
し
て
い
る
。

地
域
か
ら
要
望
も
出
て
い
る
が
、

①
こ
れ
ま
で
、
村
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
き
た
か
。
②
今
後
の
対
策

と
し
て
、
歩
道
の
設
置
と
バ
ス
停
の

新
設
の
要
望
が
あ
る
が
、
対
応
を
伺

う
。

水
分
地
域
の
道
路
拡
幅
と
森
屋

の
歩
道
設
置
に
努
め
て
き
た
。
バ
ス

停
の
新
設
は
、
場
所
の
確
保
等
難
し

い
状
況
で
す
。

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問�

６
月
議
会
で
は
、
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
（
５
０
０
字
以
内
）
は
、
質
問
し
た
議
員
の
責
任
で
作
成
し

た
も
の
で
す
。

田
中
議
員

関
口
議
員

大
向
村
長
３
期
12
年
を
振
り
返
っ
て

野
上
議
員

大
向
村
長
３
期
12
年
を
振
り
返
っ
て

情
報
教
育

優
先
で

問
題
は
な
い
か

国
道
３
０
９
号

安
全
確
保
の
た
め
に

情
報
教
育

優
先
で

問
題
は
な
い
か

国
道
３
０
９
号

安
全
確
保
の
た
め
に

府
の
医
療
助
成
改
悪
に

村
独
自
の
施
策
を

府
の
医
療
助
成
改
悪
に

村
独
自
の
施
策
を

大
阪
府
は
、
３
月
議
会
で
老
人

医
療
の
原
則
廃
止
と
母
子
、障
害
者
、

乳
幼
児
の
各
医
療
助
成
に
自
己
負
担

導
入
を
決
め
て
い
ま
す
。

府
は
制
度
再
構
築
で
、
乳
幼
児

は
通
院
０
〜
１
歳
を
２
歳
に
、
母
子

医
療
は
父
子
の
１
人
親
家
庭
や
被
用

者
保
険
給
付
者
も
対
象
に
拡
充
さ
れ

ま
す
。
障
害
者
医
療
の
所
得
制
限
を

引
き
下
げ
ま
す
。
一
方
、
１
医
療
機

関
ご
と
５
０
０
円
月
２
回
ま
で
の
一

部
負
担
を
導
入
し
ま
す
。
老
人
医
療

は
、
現
行
対
象
者
へ
の
経
過
措
置
を

と
り
、
廃
止
さ
れ
ま
す
。
市
町
村
負

担
は
18
年
度
よ
り
１
／
２
に
増
え
ま

す
。
対
象
外
に
な
る
人
や
自
己
負
担

に
影
響
は
で
ま
す
が
、
村
の
負
担
は

全
体
で
減
る
と
考
え
ま
す
。

11
月
実
施
に
む
け
、
村
独
自
の

助
成
を
考
え
る
べ
き
で
す
が
。

９
月
議
会
に
条
例
提
案
を
考
え

て
お
り
、そ
の
な
か
で
検
討
し
た
い
。

水分音滝橋付近
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条
例
制
定
に
関
す
る
今
後
の
展

望
は
。本

村
に
は
、
昭
和
57
年
に
制
定

し
た
「
千
早
赤
阪
村
文
化
財
保
護
規

則
」
が
あ
る
。
こ
の
規
則
は
20
年
以

上
の
年
月
を
経
て
お
り
、
現
状
に
適

し
た
条
文
等
の
整
理
が
大
事
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
村
で
は
『
第

３
次
総
合
計
画
』
に
お
い
て
、「
文

化
財
保
護
条
例
」の
制
定
を
記
載
し
、

文
化
財
等
の
保
護
・
活
用
す
る
た
め

に
も
、
条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
い

く
。

ど
の
よ
う
な
内
容
の
条
例
に
ま

と
め
る
つ
も
り
か
。

文
化
財
保
護
条
例
を
今
後
策
定

す
る
際
に
は
、
内
容
に
「
本
村
の
特

色
」
を
盛
り
込
む
こ
と
に
な
り
、
文

化
財
を
積
極
的
に
保
護
し
て
い
く
よ

う
な
内
容
の
も
の
に
し
、
活
用
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
に
つ
い
て
は
、
新
政
会
に

て
代
表
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
12
年
間
数
々
の
事
業
ま
た
業

績
本
当
に
、
ご
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
は
、
大
向
村
長
に
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
厳
し
い
財
政
事
情
の

中
で
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

一
定
の
村
づ
く
り
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
12
年
間
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
が
28
年
前
当
選
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
て
か
ら
、
す
ぐ
に
総
務

課
長
に
就
任
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
の
当
時
か
ら
今
日
迄
、
自
分

の
部
下
の
不
平
は
言
わ
ず
、
行
政
の

推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

ま
し
た
。

助
役
時
代
、
私
の
議
長
時
代
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ナ
カ
バ
ヤ
シ

の
工
場
土
地
開
発
後
、
色
々
な
不
備

が
あ
り
、
そ
の
あ
と
始
末
に
、
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。

山
本
村
長
の
後
継
者
と
し
て
、
千

早
赤
阪
村
長
に
な
ら
れ
た
時
、
公
債

の
比
率
が
大
き
く
、
財
政
の
悪
化
が

懸
念
さ
れ
る
な
か
、
職
員
と
共
に
、

村
民
の
福
祉
向
上
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
だ
７
月
15
日
の
任
期
迄
、
少
し

の
期
間
が
あ
り
ま
す
が
、
退
任
さ
れ

て
も
身
体
を
大
切
に
し
て
、
残
さ
れ

ま
し
た
人
生
、
奥
さ
ま
と
共
に
、
村

民
の
幸
せ
を
祈
り
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
お
過
ご
し
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
、

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
大
向

村
長
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

山
形
議
員

「
文
化
財
保
護
条
例
」

の
制
定
を

「
文
化
財
保
護
条
例
」

の
制
定
を

豊
田
議
員

大
向
村
長あ

り
が
と
う
・
ご
苦
労
さ
ま

小
吹
処
分
場
へ
の
残
灰
の
持
ち

込
み
が
終
了
し
、
南
河
内
清
掃
施
設

組
合
の
跡
地
整
備
、
村
道
の
舗
装
は

い
つ
頃
の
完
了
か
。
ま
た
、
水
処
理

施
設
の
騒
音
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

防
音
対
策
が
必
要
で
す
。

処
分
場
内
整
備
の
後
、
本
年
度

内
に
村
道
の
舗
装
な
ど
整
備
を
終
え

る
計
画
で
す
。
水
処
理
施
設
は
浸
出

水
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
廃
止
時
期
を

協
議
し
て
い
ま
す
。
騒
音
に
つ
い
て

は
、
３
月
に
機
器
を
修
理
し
た
後
、

６
月
10
日
に
遮
音
対
策
を
お
こ
な

い
、
騒
音
測
定
も
行
い
ま
し
た
。

小
吹
処
分
場
へ
の

道
路
舗
装
と

水
処
理
施
設
の

防
音
対
策
を

小
吹
処
分
場
へ
の

道
路
舗
装
と

水
処
理
施
設
の

防
音
対
策
を

大
向
村
長あ

り
が
と
う
・
ご
苦
労
さ
ま

俳
人
小
林
一
茶
は
本
名
弥
太
郎
、

西
暦
１
７
６
３
年
旧
暦
の
11
月
19
日

長
野
県
信
濃
町
に
生
ま
れ
た
。

15
歳
で
江
戸
に
出
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
業
を
転
々
と
し
な
が
ら
俳
句
を

学
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

江
戸
で
一
定
の
評
価
を
得
た
後
、

生
ま
れ
故
郷
に
帰
る
が
、
そ
の
時

〈
月
花
や
四
十
九
年
の
む
だ
あ
る
き
〉

と
詠
ん
で
お
り
江
戸
で
の
生
活
は
け

っ
し
て
満
足
す
べ
き
も
の
で
な
か
っ

た
よ
う
だ
。

〈
是
が
ま
あ
終つ
い

の
栖
す
み
か

か
雪
五
尺
〉

は
、
雪
に
覆
わ
れ
た
故
郷
を
見
て
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
思
い
詠
ん
だ
も

の
で
、
一
茶
の
た
め
息
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
だ
が
、
胸
中
に
は
深
い
雪
だ

け
で
は
な
く
弟
と
の
長
年
に
わ
た
る

遺
産
相
続
に
決
着
を
つ
け
る
べ
く
決

意
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
合
併
の
協
議
が
混
迷

を
き
わ
め
て
い
る
。
こ
の
千
早
赤
阪

村
を
「
終
の
栖
」
と
し
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
に
す
る
に
は
、
合
併
後

の
村
の
姿
を
き
ち
ん
と
示
し
皆
さ
ん

の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

〈
エ
イ
ヤ
ッ
と
生
き
た
所
が
秋
の

暮
れ
〉
で
は
困
る
。

議
会
の
使
命
が
い
ま
ほ
ど
問
わ
れ

て
い
る
時
は
な
い
。

Ｔ
・
Ｋ

雑

感

雑

感

�

雑

感

雑

感

�

雑

感

�

整備が進む小吹処分場

完成した農村公園
（下赤阪城跡）
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東阪　　千 福 秀 昭 さん
＜19歳　牡羊座＞

近況は・・・

関西大学社会学部に通っています。特に経
済・産業の勉強をしています。毎日いろんな授
業があって楽しいです。
趣味は・・・

高校から始めたサッカーです。毎週、大学の
サークルで楽しんでプレーしています。
最近、楽しいと思ったことは・・・

６月初め、高校時代のサッカー部の友だちと
食事に出かけ、大いに語りあい大変盛り上がり
ました。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

冬は寒いですが、夏は都会に比べ涼しく過ご
しやすいです。何といっても自然が多いので大
好きです。
来月号は・・・

中学の同級生の桶谷昌広くんです。
桶谷さんへメッセージを・・・

桶谷くん！　みんなで出かけましょう。

５歳のとき、家
族で北アルプスの
唐松岳に行ったと
きです。山がきれ
いでとても楽しか
ったです。

Hideak iSenpuku

171

参加者募集中�
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
　
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

今回は、くすのきホールで小学生５・６年を対象とした
青少年ジュニアリーダースクールが行われているところに
おじゃましました。
当日のスクールには、54人の児童が参加。講師の青少年

指導員連絡協議会・育成部会リーダー会の指導で、自己紹
介ゲームから始まり、いろいろな室内ゲームを楽しみなが
ら、ゲームの仕方や会の催し方を学習しました。
千福明子リーダーは「各小学校区の垣根を越えて、大勢

の子どもたちを相手に楽しくやっています。子どもたちに
とっても、新しい友だちとの出会いはドキドキするみたい。
もちろん私たちもワクワクしています。リーダーは、スポ
ーツや子どもが大好きな人たちで、スクール受講生からリ
ーダーになってくれた人もいますが、結婚したり、転出し
たりしてメンバーも少なくなってきました。アウトドアの
好きな人、元気で明るい人、大募集です」と話していました。
スクールは、今後、２泊３日の奈良県・天川村での「サ

バイバルキャンプ」をはじめ、「ウォークラリー」「サイク
リングツアー」など年間９講座の予定で開催されます。

５月22日. 開講式s
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

７月７日、金剛山頂の葛木神社、転法輪寺で恒例の「蓮華祭
り」が開催されました。
葛木神社でサカキの奉てんをし、夏山の登山者などの安全を

祈願し、京都・醍醐寺三宝院などの山伏がホラ貝を吹きながら
転法輪寺まで歩きました。
そして、寺の境内では護摩が焚かれ無病息災などを祈り、そ

の後火渡りが行われました。
火渡りを終えた人は、「毎年、楽しみにしています」と笑顔

で話していました。

７月２日、赤阪小学校体育館で民生委員と児童
（園児）との七夕祭りが行われました。
赤阪小学校１・２年生とこごせ幼稚園児ら約120

人が参加し、笹飾りを作りました。
また、短冊には一人ひとり願いを書きました。そ

のあと、全員で大きい笹に飾り付けをしたり短冊を
結びつけたりしました。

●世代間交流●

大きい笹に七夕飾り

７月10日、げんき保育園で夏祭りが開催されました。
ゆかたを着た園児や保護者、地域の子どもたちな

ど約300人が園庭に集い、金魚すくい、かき氷、た
こ焼きなどで楽しみました。
また、子どもたちは軽快なリズムで踊っ

たり、ビンゴゲームで賞品をもらい大喜
びしていました。
最後は、打ち上げ花火で大いに盛

り上がりました。

●げんき保育園●

みんなで夏祭り

本格的な「夏」の訪れ
●蓮華祭り●
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※予防接種手帳をよくお読みください。
※三種混合（１期）、日本脳炎（１期）、麻しん、風しんの
予防接種は、医療機関での個別接種です。
※ＢＣＧ、ポリオ予防接種が、村の日程では接種困難な場
合、河南町・太子町の保健センターにおいても受けるこ
とができますが、予約が必要です。必ず村保健センター
に申し込みください。

健康診査＆相談など
種　　　類 月　日 受　付 対　　象健

康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

な か よ し 広 場 ８月３日（火）午前10時 ０歳から幼稚園

親と子の交流会
８月17日（火）

～11時30分
入園前の乳幼児

９月７日（火） と保護者
あかちゃん広場 ８月17日（火）午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会・遊び・相談） ～11時30分 での乳幼児
保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ８月24日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後
食事療法が必要

個別健康栄養相談 ８月27日（金）１時30分～
な人、健康のた

（要予約）
め食生活を改善
したい人

８月13日（金）
健康・育児・介

保健師による ９月３日（金）午後
護など相談を希

健 康 相 談
１時30分～

望する人８月11日（水）～３時30分

い
き
い
き
サ
ロ
ン

や
ま
ゆ
り

く
す
の
き

成人歯科健康診査を実施

“健診結果を健康づくりに生かしましょう”

成人病健診の結果説明と結果に関する相談会を行いま
す。都合のよい会場までお越しください。
内容¡医師、保健師、栄養士による結果説明と生活・食事

に関する相談
¡希望者に血圧測定・検尿の再検査
¡「過去７回分の結果一覧」と「健診後のアドバイス」
を配付

持ち物 成人病健診の結果票と健康手帳（本人が来られな
い場合は家族の人でも結構ですが、必ずその人の
結果票を持参ください。）

成 人 病 健 診 結 果 説 明 会

（
実 施 日

受　付　時　間

午前９時30分～11時 午後１時30分～３時

８月５日（木） 保　健　セ　ン　タ　ー

８月６日（金） 保　健　セ　ン　タ　ー

８月18日（水） いきいきサロン やまゆり（小吹台）

８月19日（木）
いきいきサロン 多聞小学校
やまゆり 「ひびきあう館」

歯ぐきが腫れたり、出血していたり、歯と歯の間に食べ
物がよくはさまったりしませんか？
自覚症状がある人もない人も、一度歯科医院に受診し、

点検してみませんか。
対象　40歳・50歳の人（６月30日現在）
内容　問診・口腔内診査・歯周疾患検査・口腔衛生検査・

保健指導
受診期間　９月１日（水）～10月31日（日）
時間　各医療機関の診察時間内
場所　村指定歯科医院（富田林歯科医師会管内）
受診料　無料
予約受付 ８月27日（金）まで
受診方法　申し込まれた人には、受診券などを送付します。

その後、歯科医院に電話で予約し、受診してく
ださい。

〈申し込み・問い合わせ〉

健康福祉課（保健センター）

第１・３・４
午前

一 般 健 康 相 談
水曜日

９時30分 有料・予約制
～10時30分

こころの健康相談
午前

（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談
（月）～（金）９時30分 電話相談も可

～午後５時

血　液　検　査
第１・３

エイズ・梅毒
水曜日

午後１時

クラミジア
～２時30分

午前血　液　検　査 第１・３
９時30分～ 有料・予約制［肝炎ウイルス検査］ 水曜日
10時30分

療　育　相　談 午前
８月17日（火）９時30分 予約制

～11時
¡飲用水・井戸水検査 午前
¡腸内細菌検査 毎週月曜日 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

身体に障害のある
子（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

種　類 月　日 対　象 備　考

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

ツベルクリン９月６日（月）生後●●●
３カ月以上

９月８日（水）48カ月未満Ｂ　Ｃ　Ｇ

生後●●●
ポ　リ　オ ９月13日（月）３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡平熱が37℃以上の人は接
種前１週間分の体温を記録
して持参。
¡副じん皮質ホルモン剤を
使用した人は、ツベルクリ
ン反応検査を受ける前に主
治医の許可を得てください。
¡ポリオワクチンは下痢の
場合、受けられません。

］［
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けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�〈問い合わせ〉健康福祉課
保健センター　1&20069

場所 保健センター

対象 30歳以上の住民

秋期のがん検診の予約は６月から受け付けしています
が、例年より多数の申し込みがありました。11月10日の
胃・大腸がん検診以外はすべて定員になりましたのでキャ
ンセル待ちです。ご了承ください。

が ん 検 診 予 約 受 付

胃 ・ 大 腸 が ん

月日
９月８日（水）・９月12日（日）

10月８日（金）・11月10日（水）

受付 午前９時～11時15分

受診料 胃－400円・大腸－100円

乳　　　が　　　ん

月日
９月16日（木）・10月13日（水）

10月21日（木）・11月５日（金）

受付 午後１時30分～３時

受診料 500円

子 　 宮 　 が 　 ん

月日 ９月16日（木）・10月21日（木）

受付 午後１時30分～３時

受診料 頚部－300円・必要者のみ体部－200円

骨粗しょう症とはカルシウムの不足から骨の量が減少

し、骨が折れやすくなる状態のことをいいます。女性に多

い病気で、特に高齢になるとこの病気にかかる率は男性の

３～４倍にもなります。骨折するまでは一見健康そうで自

覚症状のないことが多いので、検診を受けて早期発見、早

期対応に努めましょう。

対象　女性（住民）

内容　超音波による骨密度測定・結果説明と保健相談・栄

養相談

日時　９月１日（水）、２日（木）、３日（金）

午後１時30分～３時30分（時間予約制）

場所 保健センター

定員　各60人（先着順）

受診料 300円（70歳以上の人は無料）

生活保護世帯の人、住民税非課税世帯の人は受診

料が免除されますので事前に保健センターまで問

い合わせください。

予約受付 定員になり次第締め切ります。

より健康で明るく元気に暮らしていただけるように『う
きうきヘルスアップ教室』を開催します。
「一人では、食事の改善や運動が長続きしなくって」と
いう人もこの教室に参加し、仲間と楽しみながら学びませ
んか？

う き う き ヘ ル ス ア ッ プ
教 室 参 加 者 募 集

○調理実習・野外ウｫーキングは午前中です。
○10回シリーズです。なるべく全回参加してください。
対象　40歳から70歳までの住民
場所　保健センター
費用　無料
定員　20人（初めて参加する人優先、定員になり次第締め

切り）
受付　８月２日（月）～９月10日（金）

①９月17日（金）
午後１時15分

～４時

②９月24日（金）
午後１時15分

～４時

③10月１日（金）
午前９時30分
～午後１時 30分

④10月８日（金）
午後１時15分

～４時

⑤10月22日（金）
午前９時30分

～正午

⑥10月29日（金）
午前９時30分　　
～午後１時30分

⑦11月12日（金）
午後１時15分

～４時

⑧11月19日（金）
午後１時15分

～４時

⑨11月26日（金）
午前９時30分
～午後１時30分

⑩12月３日（金）
午後１時15分

～４時

回・日時 テーマ・内容

【あなたの生活習慣は？】

開講式・健康チェック
「健康づくりについて」
「食生活を振り返りましょう」

【運動を始めましょう！】

「運動の始め方」運動実技
「運動と生活習慣病予防」

【楽しく作って楽しく食べよう パートⅠ】

「何をどれだけ食べますか？」
調理実習

【楽しい運動でストレス発散！】

「ストレスの話」
運動実技(リラクゼーションほか）

【ウォーキングしながら自然と触れ合う】

野外ウｫーキング（村の史跡めぐり）

【楽しく作って楽しく食べよう パートⅡ】

「血液サラサラ･塩分ひかえめ」
調理実習

【あなたの体力は？】

運動実技
簡単体力測定

【腰・膝・歯は大丈夫？】

「腰痛・膝痛予防」
「口腔ケアから生活習慣病予防」

【楽しく作って楽しく食べよう パートⅢ】

調理実習・バイキング
「学んだ事を生かせるかな？」

【自分流の健康づくりをしよう！】

運動実技・閉講式

骨粗しょう症検診予約受付
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〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
〜

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
買
い
物
が
で
き
る
と
い
う
利
便
性
を
も
つ
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
す
が
、「
前
払
い
で
購
入
し
た
が
商
品
が
届
か
な
い
」

「
届
い
た
が
偽
ブ
ラ
ン
ド
商
品
だ
っ
た
」「
販
売
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
な

く
な
っ
て
お
り
、
連
絡
先
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
信
用
で
き
る
業
者
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
信
頼
で
き
る
業
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ー
ク
の
表
示
が

あ
る
か

②
連
絡
の
と
れ
る
所
在
地
や
電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

③
前
払
い
以
外
の
支
払
い
方
法
を
定
め
て
い
る
か

④
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を
送
信
す
る
と
き
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
大

丈
夫
か

⑤
返
品
特
約
は
あ
る
か

今
、
人
気
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
よ
り
匿

名
性
が
高
い
個
人
間
売
買
の
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
や
す
く
解
決
も

困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
取
り
引
き
前
に
相
手
の
信
用
性
を
確
認
し
、
確

実
に
商
品
を
受
け
取
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要

で
す．

①
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
で
相
手
方
の
過
去
の
取
り
引
き
記
録
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る

②
メ
ー
ル
以
外
で
も
連
絡
が
可
能
か
、
自
分
自
身
で
確
か
め
相
手
方
の
信

用
性
を
調
べ
る

③
商
品
の
配
送
、
代
金
の
回
収
を
第
三
者
が
仲
介
す
る
「
エ
ス
ク
ロ
ー
サ

ー
ビ
ス
」
を
利
用
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
す
ぐ
に
大
量
の
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
ス
ペ
ー
ス
の
限
ら

れ
た
画
面
内
に
表
示
さ
れ
る
の
は
ほ
ん
の
一
部
の
情
報
で
あ
る
と
い
う
弱

点
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
を
よ
く
理
解
し
、
本
当
に
必

要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
秘
訣
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

¡
産
業
建
設
課

◆
一
般
書

ち
ゃ
れ
ん
じ
？
　
　
　（
東
野
圭
吾
）

輪
違
屋
糸
里
（
上
・
下
）（浅

田
次
郎
）

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
ネ
ー
ム（鷺

沢
萌
）

父
の
目
方
　
　
　
　
　
　（
宮
本
輝
）

ラ
ー
　
　
　
　
　
　
　（
高
野
史
緒
）

上
海
迷
宮
　
　
　
　
　（
内
田
康
夫
）

絆
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
中
京
）

パ
ズ
ル
　
　
　
　
　
　（
山
田
悠
介
）

ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
る
す
べ
り
台（中

村
航
）

◆
児
童
書

夏
休
み
の
課
題
図
書
が
揃
っ
て
い

ま
す
。

課
題
図
書
の
貸
し
出
し
は

１
人
１
冊
、
１
週
間
以
内
。

○
小
学
校
低
学
年
の
部

¡
し
ゅ
く
だ
い

¡
き
つ
ね
の
か
み
さ
ま

¡
こ
の
は
の
お
か
ね
、
つ
か
え
ま
す

○
小
学
校
中
学
年
の
部

¡
ち
び
ね
こ
グ
ル
の
ぼ
う
け
ん

¡
ず
い
と
ん
先
生
と
化
け
の
玉

¡
よ
み
が
え
れ
、
え
り
も
の
森

○
小
学
校
高
学
年
の
部

¡
す
て
ね
こ
タ
イ
ガ
ー
と
家
出
犬
ス

ポ
ッ
ト

¡
海
で
見
つ
け
た
こ
と

¡
救
出

○
中
学
校
の
部

¡
エ
ド
ウ
ィ
ナ
か
ら
の
手
紙

¡
モ
ギ
ー
ち
い
さ
な
焼
き
も
の
師
―

¡
食
べ
物
と
自
然
の
秘
密

○
高
等
学
校
の
部

¡
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
ル

¡
博
士
の
愛
し
た
数
式

¡
正
伝
野
口
英
世

図
書
室
か
ら
お
知
ら
せ

９
月
か
ら
図
書
利
用
者
カ
ー
ド
の

再
発
行
が
有
料
（
１
枚
１
０
０
円
）

に
な
り
ま
す
。
紛
失
さ
れ
た
人
は
、

８
月
中
に
再
発
行
の
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

く
す
の
き
ホ
ー
ル
図
書
室

1
&2
１
３
０
０

（
８
月
１
日
〜
31
日
）

８
月
10
日
は
「
道
の
日
」

道
路
は
、
人
や
車
の
通
行
を
目
的

に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
道
の

駅
な
ど
、
人
々
の
安
ら
ぎ
を
与
え
る

場
と
な
る
な
ど
、
現
在
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
道
路
は
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
欠
く
事
の
出
き
な
い
大
切

な
も
の
で
す
が
、
道
路
に
は
、
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
、
違
法
駐
車
な
ど
が
日

常
的
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

安
全
で
き
れ
い
な
は
ず
の
道
路
も
そ

の
機
能
が
十
分
に
果
た
せ
ま
せ
ん
。

道
路
は
私
た
ち
み
ん
な
の
も
の
で

す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
広
く
・
正

し
く
・
美
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
産
業
建
設
課

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

水

音

の

一

つ

を

加

へ

夏

料

理

姉

川

の

記

憶

の

端

の

蛍

か

な

父

の

日

の

父

の

力

の

文

残

る

紫
陽
花
の
小
さ
き
毬
を
択
り
て
活
く

沢
蟹
は
水
の
色
し
て
生
ま
れ
け
り

明
け
放
つ
方
丈
の
四
方

よ

も

苔
の
花

若
鮎
の
天
麩
羅
二
寸
あ
り
や
な
し

浦
　
　
　
千
恵
子

尾
　
浦
　
美
佐
子

奥
　
野
　
千
　
秋

尾
　
谷
　
文
　
子

彼
　
塚
　
富
久
子

彼
　
塚
　
正
　
子

貝
　
長
　
　
　
徹

俳

句

コ

ー

ナ

ー
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募　　集

日時　９月19日（日）
午前10時～２時間程度

場所　海洋センタートレーニングルーム
内容　トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
資格　16歳以上の人
定員　15人（先着順）
受付　９月17日（金）の午後５時まで
服装　運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用　無料
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

南河内地域の田畑や森林で子どもた
ちが「農とみどり」について楽しく学
ぶ、「農とみどりの探検隊」を開催し
ます。
府民の森ちはや園地で植物や動物に
ついて、ゲームなどを通じて観察しま
す。元気な子どもたちの参加を待って
います。
対象者　南河内地域の小学１年～６年
生（原則、保護者同伴はできません）
定員　40人（応募者多数の場合抽選）
参加費 500円（教材費、保険代など）
日時 ８月25日（水）

午前９時～午後４時30分
（雨天の場合は、内容を変更）

受付 ８月12日（木）必着
応募方法　

参加者と保護者の氏名（フリガナ）、
住所、年齢、小学校名、学年、性別、
電話番号を記入し（１通で２人まで）、
返信用切手（80円分）を同封し、封書
で申し込みください。
〈応募先・問い合わせ〉

〒584－0031富田林市寿町2－６－１
（南河内府民センタービル内）
大阪府南河内農と緑の総合事務所
「農とみどりの探検隊」サポーター
の会事務局　1@51131

（内線210～１）

～第１回古代のロマンを訪ねて～

華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会では、今なお残る歴史をテ
ーマに、古いまち並み・古墳・社寺な
どの由緒ある歴史的文化遺産、緑豊か
な自然環境を満喫しながら全３回をス
タンプラリー形式でハイキングします。
月日　９月５日（日）
集合場所　大阪狭山市役所（受付）
受付時間　午前９時30分～10時

（少雨決行、荒天中止）
コース　

大阪狭山市役所（受付）→狭山池
→吉川家住宅→狭山神社→千代田神
社→瀧谷不動→春日神社→錦織神社
（ゴール・解散）→近鉄川西駅（徒
歩約14キロ）
費用　無料（拝観料は自己負担）
特典　参加した人に毎回抽選で100人

に賞品をプレゼント
〈問い合わせ〉華やいで大阪・南河内

観光キャンペーン協議会事務局　大
阪狭山市農政商工課　1072（366）
0011（内線553）

村と村人権啓発推進協議会では、人
権について身近に考えていただくた
め、人権啓発ポスター・標語を募集し
ます。皆さんふるって応募ください。
対象　村内在住の小学校４年生以上
受付　９月27日（月）まで
応募方法

応募作品には氏名・住所・電話番号
を作品裏面に明記ください。
応募点数

１人１点以内とし、未発表の作品に
限ります。
※応募作品は返却しません。
〈応募先・問い合わせ〉住民課

日ごろ、地域住民との交流の少ない
身体・心身障害者と、スポ－ツを通じ
て健康の保持増進を図るとともにふれ
あいの輪を広げようと第8回千早赤阪
村ふれあいスポ－ツ大会を開催しま
す。
この大会に当日お手伝いいただける
ボランティアを募集します。
日時　10月２日（土）

午前８時30分～午後12時
場所 海洋センタ－　アリ－ナ
内容 送迎係、招集係、器具準備係、

ゴ－ル係、そのほか
受付　８月31日（火）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

社会福祉協議会　1&20294

トレーニング講習会
受講者

子どもゆめ基金「第13回
農とみどりの探検隊」
参加者

みなみかわち歴史回廊

人権啓発ポスター・標語

☆星見台・夜の特別開放　夏（８月）のロープウェイ夜間運行にあわせて、星見台を特別に夜間開放します。詳しくは７月号広報を。

ふれあいスポ－ツ大会
ボランティア

月　　日

８月８日（日）

８月15日（日）

８月29日（日）

行　事　名

ちはや園地の森で遊ぼう！

金剛山のトンボをさがそう！

飛べ、アサギマダラ南の島まで

内　　容

楽しいネイチャー・ゲームで生き物や自然の秘密がいっぱい
見えてきますよ。①午前10時30分～　②午後１時30分～

講師：関西トンボ談話会　午前10時30分～

南国から金剛山にもやってくるアサギマダラ。南へ移動
していく前に印をつけて、調査に参加しよう。

ちはや星と自然のミュージアムイベント案内 〈問い合わせ〉
ちはや星と自然のミュージアム　1&40056
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約をかわしてから工事を依頼してくだ
さい。

〈問い合わせ〉上下水道課

国民健康保険

国民健康保険では、平成16年度の国
民健康保険料の２割軽減制度を実施し
ます。前年分（平成15年１月から12月
分）の総所得金額などが次の金額以下
の人は住民課へ申請してください。
申請世帯の２割軽減基準額

33万円＋（35万円×被保険者数）の
額以下の世帯
申請書の提出期限

８月31日（火）まで、または納付義務
が発生した日から２週間以内。期限を
過ぎると、保険料の軽減を受けられな
くなります。
なお、所得の申告がまだの人は、こ

の軽減制度を受けることができません
ので、至急申告してください。
〈問い合わせ〉住民課

税

平成16年１月２日から平成17年１月
１日までに新築、増改築された家屋に
ついては平成17年度より固定資産税の
対象となります。
村では適正な課税をさせていただく

ため家屋調査にお伺いします。

業者名 所在地・電話番号

大顕工業
富田林市大字別井275番地11

1@60302

調査時間はおおむね60分程度ですので
ご理解とご協力をお願いします。
なお、家屋の取り壊しをした場合につ
いても連絡ください。
〈問い合わせ〉税務課

催　　し

「ベートーベン４」

またもや大騒動！世界一愛すべき犬
ベートーベンが巻き起こす爆笑アドベ
ンチャー!!
日時　８月６日（金）
①　午前10時～　
②　午後１時30分～
費用　無料　　上映時間　94分

「カンガルー　ジャック」

逃走速度、時速70キロ！世界一逃げ
足の速いのは、いったい誰だ？
日時　８月27日（金）
①　午前10時～　
②　午後１時30分～
費用　無料　　上映時間 89分
※各場所　くすのきホール　
〈問い合わせ〉

教育委員会事務局社会教育課
1&21300

村・府民税
第２期分の納期限は、

８月31日（火）です。
～納税は早めに～

〈問い合わせ〉税務課

◎日常生活用具の給付

在宅の難病患者が日常生活をより円
滑に行うための用具を給付します。
用具の種類

便器、特殊マット、特殊寝台、特殊
尿器、体位変換器、入浴補助用具、車
いす、歩行支援用具、電気式たん吸引
器、意思伝達装置、ネブライザー、移
動用リフト、居宅生活動作補助用具、
特殊便器、訓練用ベッド、自動消火器、
動脈血中酸素飽和測定器（パルスオキ
メーター）
利用者負担

本人および家族の前年の所得に応じ
て費用の一部または全額を負担してい
ただく場合があります。
※なお、原則として介護保険法、身体
障害者福祉法などにより派遣・給付を
受けられる人は除きます。
難病患者とは、厚生労働科学研究難
治性疾患克服研究事業（特定疾患調査
研究分野）の対象疾患患者または関節
リウマチ患者
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課

上 下 水 道

新たに排水設備工事指定業者に指定
しました。（合計46業者）
排水設備の新設、改造工事は、必ず
村の指定している排水設備業者に依頼
してください。
＊指定業者は、工事の依頼を受けると、
申請や工事に関する書類手続きなどを
すべて代行します。
＊工事費は自己負担です。（水洗便所
改造資金融資あっ旋制度があります）
＊指定業者から必ず見積書をもらい契

家屋調査に伺います

排水設備工事指定業者

国民健康保険料の２割
軽減の申請を

夏休み映画会

第25回千早赤阪村農業文化祭の開催
月日　11月20日（土）～21日（日） 場所　くすのきホールなど
内容　○　農産物品評会

○　農産物の展示品評会、立毛品評会、生活改善工夫展など
○　各種団体によるコーナーの設置など
○　かかしコンテストなど

※詳しくは11月号広報紙でお知らせします。 〈問い合わせ〉産業建設課
前回の農業文化祭
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福　祉

～対象者は９月30日までに申請を～
児童手当の支給対象年齢が、小学校
就学前（６歳到達後最初の年度末）ま
でから、小学３年生修了前（９歳到達
後最初の年度末）までに拡大されました。
改正に伴う新規請求などは、9月30

日までに受け付けしたものに限り、特

例で4月1日（または支給要件に該当し
た日）にさかのぼって支給されますの
で健康福祉課（公務員の人は勤務先）
で次のとおり手続きをしてください。
小学校就学前の児童について

現在すでに児童手当などを受けてい
る人は、必要な手続きはありません。
※今まで受給していなかった人で、受
給資格がある場合は、認定請求が必要
です。
小学校１年生の児童について

３月31日まで児童手当などを受けて
いた人は、必要な手続きはありません。
※今まで受給していなかった人で、受
給資格がある場合は、認定請求が必要
です。
小学校２年生・３年生の児童について

現在児童手当など受けていない人は
認定請求が必要です。
現在小学校入学前の兄弟姉妹がお

り、すでに児童手当などを受けている
人と、４月から小学校１年生になった
兄弟姉妹がおり、３月31日まで児童手
当などを受けていた人でも、額改定認
定請求が必要です。
６月の現況届で名前を記入しただけ
では、手当の対象になりませんので注
意してください。

認定請求に必要なもの

¡印鑑
¡請求する人の銀行または農協などの
口座番号（郵便局は不可）

¡健康保険証（請求する人が被用者＝
サラリーマンで厚生年金などに加入
している人のみ）
※カード式の場合は請求者本人のもの
¡平成15年度所得証明書（15年１月１日
に村に住所がなかった場合）

¡平成16年度所得証明書（16年１月１日
に村に住所がなかった場合）

¡その他、必要に応じて提出する書類
があります。
額改定認定請求に必要なもの

¡印鑑
¡その他、必要に応じて提出する書類
があります。
児童手当の額（月額）

¡第１子 5,000円
¡第２子 5,000円
¡第３子以降 10,000円
※所得が一定額以上の場合は支給され
ません。
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課

現在、手当を受給している人は、通
知書を送付しますので忘れずに届けて
ください。届けがないと受給資格があ
っても、８月以降の手当が支給されま
せん。
児童扶養手当とは

次のいずれかに該当する児童（18歳
に達する日以降の最初の3月31日まで
の人。重い障害があるときは20歳未満）
を監護している母または養育者に支給

されるものです。
①母が婚姻を解消した児童
②父が死亡した児童
③父が政令で定める重度の障害のある
児童
④父の生死が明らかでない児童
⑤父から１年以上遺棄されている児童
⑥父が法令により１年以上拘禁されて
いる児童
⑦母が婚姻によらないで出産した児童
特別児童扶養手当とは

20歳未満で精神または身体に重い障
害がある児童を監護している父または
母（それに代わる養育者）に対して支
給されるものです。
※いずれの場合も所得などの制限があ
ります。
〈問い合わせ〉健康福祉課

◎ホームヘルパーの派遣

難病患者の日常生活のお世話をしま
す。
サービスの内容

○調理○衣類の洗濯、補修○住居など
の掃除、整理整とん○生活必需品の買
物○医療機関などとの連絡○通院介助
○その他相談、助言など
派遣回数

難病患者の身体的状況、世帯の状況
などを判断して決定します。（通常は
週２～３回、１回あたり２～３時間程
度）
利用料金

その世帯の生計中心者の前年度の所
得税額により、１時間あたり無料から
最高950円を負担していただきます。

お知らせ

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（月曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

自然休養村管理センター・赤阪土地改良区 森屋962 &02180

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

児童手当が小学３年
生まで支給対象に

児童扶養手当・特別児童
扶養手当の現況届・所得
状況届を忘れずに

難病患者のホームヘル
パーの派遣・日常生活
用具の給付
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クサアジサイ（ユキノシタ科）

やや湿った林内に生える高さ20～70cmの多年草。葉は互生し、
長楕円形または広披針形で基部の両端はとがる。茎の先に白色
または、淡紅紫色の小花を多数つけるのが特徴。

森屋

きくいあきとくん（右）
（ 菊 井 瑛 登）
平成13年４月23日生まれ

きくいこうきくん（左）
（ 菊 井 皓 喜）
平成15年６月１日生まれ

わが家の自慢の息子たち。
強い子に育ってね。

母：さと美さん

ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

８月５日（木）・19日（木）
９月２日（木）

８月５日（木）
９月２日（木）

８月19日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

８月３日（火）
６日（金）・10日（火）
13日（金）・17日（火）
20日（金）・24日（火）
27日（金）・31日（火）
９月３日（金）
７日（火）

８月19日（木）

８月25日（水）

８月14日（土）予定

８月30日（月）予定

８月31日（火）予定

８月12日（木）
26日（木）

８月４日（水）
９月１日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,786人（－３）

男　　3,241人（－１）

女　　3,545人（－２）

世帯数　2,242戸（＋３）

６月末日現在、（ ）は対前月比

〈写真提供／大阪市阿倍野区　藤原好明氏〉


